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愛
知
県
弁
護
士
会
は
14
日
、
名
古

屋
市
中
区
の
白
川
公
園
で
、
「
集
団
的

自
衛
権
行
使
の
た
め
の
違
憲
立
法
に

反
対
す
る
愛
知
大
集
会
」
を
開
き
、
２

７
０
人
の
弁
護
士
、
４
０
０
０
人
を
超

え
る
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
村
伸

子
衆
院
議
員
や
、
わ
し
の
恵
子
県
議
、

名
古
屋
市
議
団
（
田
口
一
登
団
長
）
、

す
や
ま
初
美
参
院
愛
知
選
挙
区
候
補

も
参
加
し
ま
し
た
。 

県
弁
護
士
会
の
川
上
明
彦
会
長
は

「
弁
護
士
は
市
民
の
人
権
を
守
る
使

命
が
あ
る
。
戦
争
は
人
権
侵
害
の
最
大

の
も
の
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
に
反
対

す
る
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。 

 

本
村
伸
子
衆
院
議
員
は
、
８
日
、「
戦

争
法
案
阻
止
の
一
点
で
幅
広
い
共
同

を
」
と
愛
知
県
弁
護
士
会
と
党
愛
知
県

委
員
会
が
行
っ
た
懇
談
に
同
席
し
ま

し
た
。
懇
談
に
は
川
上
昭
彦
県
弁
護
士

会
長
と
柏
木
啓
韶
党
県
副
委
員
長
、
わ

し
の
恵
子
、
下
奥
奈
歩
両
県
議
が
参
加

し
ま
し
た
。 

川
上
会
長
は
「
人
権
は
弁
護
士
の
１

丁
目
１
番
地
。
戦
争
は
、
そ
れ
を
脅
か

す
最
た
る
も
の
だ
。
解
釈
で
集
団
的
自

衛
権
を
容
認
す
る
こ
と
自
体
が
あ
り

え
な
い
」
と
安
倍
政
権
の
姿
勢
を
批

判
。
全
政
党
・
会
派
に
よ
び
か
け
る
同

弁
護
士
会
主
催
の
集
会
（
14
日
）
へ
の

 

三
重
県
度
会
（
わ
た
ら
い
）
町
議
選
（
定
数
11
、

１
減
、
立
候
補
12
人
）
が
14
日
投
開
票
さ
れ
、
日

本
共
産
党
の
溝
口
ち
か
お
氏
（
63
）
＝
元=

が
得
票

を
大
き
く
伸
ば
し
て
ト
ッ
プ
当
選
し
、
党
議
席
を
回

参
加
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

本
村
議
員
は
、「
日

弁
連
が
５
月
、
安
保

法
制
に
反
対
す
る
宣

言
を
出
さ
れ
た
こ
と

に
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
も
違
憲

立
法
阻
止
の
一
点
で

が
ん
ば
り
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。 

 

島

津

幸

広

衆

院

議

員
は
９
日
、

環

境

委

員

会
で
、
災
害

廃

棄

物

処

理
法
案
に
つ
い
て
、「
東
日
本
大
震
災

を
は
じ
め
最
近
の
災
害
の
教
訓
を
踏

ま
え
た
」
も
の
と
し
て
提
案
さ
れ
て

い
る
が
、
原
子
力
災
害
を
受
け
た
対

策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
と
批
判

し
ま
し
た
。 

 

島
津
氏
は
、
福
島
第
１
原
発
事
故

に
と
も
な
う
特
別
措
置
法
で
、
１
キ

ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
８
０
０
０
ベ
ク
レ

ル
以
下
の
放
射
性
物
質
汚
染
廃
棄
物

が
、
一
般
廃
棄
物
と
同
じ
扱
い
に
さ

れ
て
い
る
た
め
、
各
地
で
混
乱
が
生

じ
て
い
る
と
指
摘
。「
８
０
０
０
ベ
ク

レ
ル
」
と
い
う
基
準
の
見
直
し
を
含

め
、
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
廃
棄

物
の
処
理
の
た
め
の
法
整
備
を
行
う

こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。 

 

望
月
義
夫
環
境
相
は
「
処
理
の
途
上

で
あ
り
、
見
直
す
考
え
は
な
い
」
と
、

住
民
の
不
安
に
背
を
向
け
た
答
弁
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

 

島
津
氏
は
、
被
災
自
治
体
が
対
応
で

き
な
い
場
合
、
国
が
代
行
処
理
す
る
制

度
に
つ
い
て
も
、
「
国
の
方
針
を
一
律

に
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
地
元
の

意
向
を
最
大
限
尊
重
す
べ
き
だ
」
と
主

張
し
ま
し
た
。 

 

望
月
氏
は
「
代
行
処
理
を
含
む
国
の

支
援
は
、
そ
の
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え

て
柔
軟
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と

答
え
ま
し
た
。 

復
し
ま
し
た
。 

 

溝
口
氏
の
得
票
は
６

４
４
票
（
得
票
率
12
・

62
％
）
で
、
前
回
か
ら

投
票
率
が
下
が
る
な
か

で
得
票
を
２
・
３
倍
に

ふ
や
し
ま
し
た
。
昨
年

の
衆
院
選
比
例
票
か
ら

も
約
２
・
３
倍
の
得
票

で
す
。 

 


